






























1 は、2019年度（前年 ７ 月から当年 ６ 月末までの会計年度、以下同様）
までの23年間の実質GDP成長率の変化を示している。1996年度
に4.6％だった成長率は、2000年代もほぼ順調に伸び、2007年度























全国 農村 都市 全国 農村 都市
1991-92 56.8 59.0 42.6 17.2 18.1 12.0
2000 48.9 52.3 35.1 12.8 13.7  9.0
2005 40.0 43.8 28.4  9.0  9.8  6.5
2010 31.5 35.2 21.3  6.5  7.4  4.3
2016 24.3 26.4 18.9  5.0  5.4  3.9
（注） 貧困率はCBN （基本的必要のコスト）法によって計測。CBN法では、最低
限の栄養（ 1 人 1 日当たり2,122kcal）を満たすのに必要な消費支出額に、
食料以外の基本的ニーズを最低限満たすのに必要な消費支出額を加え、貧
困線としている。
（出所）  World Bank （2012） Bangladesh: Towards Accelerated, Inclusive and 
Sustainable Growth--Opportunities and Challenges, Bangladesh 
























全国 農村 都市 全国 農村 都市
最上位10％の所得階層
（％）
 35.8 33.9 34.8  38.2  34.8  41.4
下位50％の所得階層  20.3 22.1 20.3  19.2  20.5  19.2
ジニ係数 0.458 0.43 0.452 0.483 0.454 0.498
（出所）  BBS （Bangladesh Bureau of Statistics）, Preliminary Report on 







1991 1 ） 2005 2017
保健
乳児死亡率（1000出生あたり）
計 94.0 50.0  24.0
男 52.0  25.0
女 47.0  23.0
１～４歳児童の死亡率（1000出生
あたり）
計  4.1   1.8
男  4.1   2.1
女  4.0   1.8
出生時平均余命（年）
計 56.0 65.2  72.0
男 56.5 64.4  70.6





計 87.2  98.0
（93.7）（111.7）
男 84.6  97.7
（91.2）（108.1）
女 90.1  98.3
（96.2）（115.4）
７歳以上人口の識字率
計 32.4 52.1  72.3
男 38.9 55.4  74.3
女 25.5 48.8  70.9
15歳以上人口の識字率
計 35.3 53.5  72.9
男 44.3 58.3  75.7
女 25.8 48.6  70.1
（注） 1 ．乳児死亡率と出生時平均余命は1990年の数値。
（出所）  BBS （1994） Bangladesh Population Census 1991, Vol.1 Analytical 
Report, pp. 128, 133, BBS, SYB （Statistical Yearbook Bangladesh） 2013, p. 
59, SYB 2019, pp. 58-9, 444, 468-9, Asian Development Bank （2005） 












等学校 1 ～ 5 年生のドロップアウト率は、2017年で各学年1.55％、





















































年度 2001 2005 2010 2015 2018
一般歳入  9.0 10.5 10.9  9.6  9.6
　税収  7.6  8.5  9.0  8.5  8.6
総支出 14.0 13.9 14.6 13.5 14.3
　一般歳出  7.7  8.4  9.7  7.9  7.9
　年次開発計画  6.5  5.0  3.7  4.0  5.3
総合予算赤字  5.0  2.9  3.7  3.9  4.7
純海外資金調達  2.0  1.1  1.3  0.5  1.2
純国内資金調達  3.0  1.8  2.4  3.4  3.5
（注）対GDP比（％）。
（出所）  World Bank （2012） Bangladesh Development Series, Vol. I: Overview, 
2012, p. 64, World Bank （2019） Bangladesh Development Update: Tertiary 
























（出所） BER 2020, p. 28より作成。
図 ６　産業別就業構造の変化
　　　1995-96～2016-17年
- - - - - -
（％）





































































年度 2011 2013 2015 2017 2019
経常収支 －1686 2388 3492 －1331 －5102
　貿易収支 －9935 －7009 －6965 －9472 －15835
　　輸出 22592 26567 30697 34019 39604
　　輸入 －32527 －33576 －37662 －43491 －55439
　サービス収支 －2612 －3162 －3186 －3288 －3177
　第一次所得収支 －1454 －2369 －2252 －1870 －2993
　第二次所得収支 12315 14928 15895 13299 16903
　　うち労働者送金 11513 14338 15170 12769 16196
資本移転等収支 642 629 496 400 239
金融収支 651 2863 1267 4247 5907
　うち直接投資 1 ） 775 1726 1172 1653 2628
誤差脱漏 －263 －752 －882 －147 －865



















（出所）  Export Promotion Bureau, Export from Bangladesh 1972-73 to 1994-95, 






2010～19年度の 9 年間で3.4倍に拡大し、また19年度までの 5 年
間のどの年も、常に輸出総額の20％弱を占めてきた。さらに同地
区で働く就業者数は、2010年度の26万人超から19年度には52万超






































































































































男 373（ 75.4） 435（ 68.5）













失業率（％） 男 3.4 3.1
女 7 6.7
（注） 2005-06年のインフォーマル雇用は、定義が異なるため省略。




全国 農村 都市 男 女 全国 農村 都市 男 女
産業
　第一次産業 48.1 58.3 15.3 41.8 68.1 40.6 51.7 11.8 32.2 59.7
　第二次産業 14.5 11.5 24.1 15.1 12.5 20.4 17.0 29.4 22.0 16.9
　第三次産業 37.4 30.2 60.7 43.1 19.4 39.0 313.0 58.8 45.8 23.5
従業上の地位
　常用雇用者 13.9  8.5 31.2 14.6 11.7 39.1 33.3 54.0 42.6 31.2
　日雇い労働者 18.2 20.0 12.3 21.9 6.5
　自営業者 42.2 42.3 41.9 50.4 16.0 48.8 51.9 40.6 52.6 40.0
　無給の家族労働者 21.7 25.5  9.5  9.7 60.1 11.0 14.1  4.7  4.0 28.4
　その他  4.1  3.8  5.1  3.6  5.8  0.7 0.6  0.7  0.7  0.5
（注） 2016-17年調査では、常用雇用者と日雇い労働者を分けず、雇用者と分類さ
れている。自営業者には雇用主も含まれている。
（出所）  BBS, Report on Labour Force Survey 2005-06, pp. xix, 52, 57、LFS 2016-
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